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財務会計監督業務の強化、 

財務不正行為の有効な識別について その２ 
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3. 監査重点通知にみる各種財務不正 

今回は、前回ご紹介した《財務会計監督業務をより一層強化することに関する意見》に関

連して、2022年9月30日に財政部から発布された《監査重点分野における注目度を強化し

監査リスクを制御し財務における不正行為をより一層有効に識別することに関する通知》【1】

（以下「監査重点通知」といいます。）についてご紹介します。 

 

 
1 財政部 2022年9月30日発布、同年11月1日施行。財会[2022]28号。 
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前回ご紹介したように、本意見では国有企業、上場企業、金融企業等の財務・会計行為等

に対する監督を強化することと、会計士事務所などの外部専門家に対する監督を強化するこ

とが規定されています。 

そのうち会計士による監査については、国務院弁公庁から 2021 年 7 月 31 日付で財務監

査のさらなる規範化と登録会計士業界の健全な発展に関する意見（国弁発[2021]第 30 号）

が発布された後、さらに上記のとおり昨年9月には監査重点通知が発布され、そこでは以下

の4点が示されていました。これらは本意見において述べられている内容に通じるところが

あります。 

 

一、監査重点分野における注目度を強化し、監査リスクを制御し、及び財務における

不正行為をより一層有効に識別することの重要な意義を十分に認識すべきこと。 

二、会計士事務所は、絶えず品質管理体系を健全化し、監査手続を完全化する必要が

あること。 

三、登録会計士は、監査準則を厳格に執行し、財務における不正行為に対応する業務

執行能力を高める必要があること。 

四、財政部門及び登録会計士協会は、監査の秩序管理及び業務指導を持続的に強化す

る必要があること。 

 

また、監査重点通知の附属書では各種の財務不正リスクについて列挙されています。この

附属書に列挙された各種リスクは、上場会社のみならず、一般企業においても比較的よく見

られる類型の財務不正であるように思われます。中国現地法人を有している日系企業各社に

おいては監査等における参考としていただければと思います。 

 

大項目 小項目 

一、貨幣資金 (1) 貨幣資金の虚構 
(2) 大株主による貨幣資金の侵奪 
(3) 現金取引の虚構 

二、棚卸資産 (1) 棚卸資産の虚構 
(2) 帳簿外の棚卸資産 

三、建設仮勘定及び購入資産 (1) 建設仮勘定を利用した隠蔽 
(2) 固定資産の購入を通じた不正 

四、資産の減損 (1) 減損引当金の不適切な計上 
(2) 貸倒引当金の不適切な計上 

五、収入 (1) 収入の認識 
(2) 収入の虚偽増加又は隠蔽 
(3) 収入の認識の繰上又は遅延 

六、境外業務 (1) 境外経営の虚構 
(2) 境外収入の虚構 
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(3) 境外業務を利用した資産の虚偽増加・虚構 

七、企業結合 (1) 連結範囲を操縦 
(2) 企業連結を濫用 

八、のれん (1) 高額のれんの認識 
(2) のれんの不適切な配賦 
(3) のれんの減損の測定 
(4) のれんの減損の認識 

九、金融商品 (1) 金融商品の分類及び測定 
(2) 金融商品の認識の中止 
(3) 複雑な金融商品の利用 

十、会計方針及び会計上の見

積の濫用 
(1) 会計方針及び会計上の見積の変更の濫用 
(2) 過年度の誤謬の訂正との混同 

十一、関連当事者 (1) 識別されず、又は開示されない関連当事者 
(2) 関連当事者を通じた不正 

  

 

この監査重点通知では、例えば、企業の管理層が変更された後に収入の認識の方針に重大

な変化が発生したか否か、境外の販売価格が境内を明らかに上回り又は境外の売上粗利率が

境内を明らかに上回る等の事由が存在するか否かなど、不正行為を発見するための着眼点が

かなり細かく紹介されています。したがって、会計士による監査の場面に限らず、自社の中

国現地法人の内部管理などの場面で、チェックリスト的にも活用できるように思われます。 

 

監査重点通知については、法令対訳データベースにも掲載していますので、機会があれば

是非ご覧ください。 

https://castglobal-china.biz/laws/8212 

 

4. おわりに 

本意見は財務会計監督業務に関わる各当事者の役割を全体的・俯瞰的に説明するものであ

り、一方、監査重点通知は具体的な実務的着眼点を列挙しているものです。この両面から財

務会計監督及び財務不正リスクについて見ることは、企業の財務会計活動の理解を深めるの

に有益であるように思われたため、今回、2つ合わせてご紹介しました。 

本意見で述べられている財務会計監査にかかわる各当事者には企業自身及びその企業の

経営陣も含まれています。単に当事者の一人とされているだけではなく、企業の主たる責

任者がその企業の財務会計監督業務の第一責任者とされています。財務・会計不正や粉飾

決算の中には企業の経営陣・高級管理者層が主導して行われている事例もあり、当然それ

らは論外なのですが、そのような事例でなくとも、企業自身の財務会計業務については企
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業及びその経営陣の責任においてその適正を確保すべきものとされている点には改めて留

意いただければと思います。 

 

以上 

 
上記情報に関するご相談の他、キャストグローバルグループのサービスに対するご意見、ご質問、ご要望、ご提案、お気

づきの点がございましたら、お気軽にご連絡をお願い申し上げます。 

 

【本ニュースに関するお問い合わせ】 

キャストグローバルコンサルティング 株式会社  会員サービス部 

〒530-0005 大阪市北区中之島2丁目2番2号 大阪中之島ビル13階 

TEL：06-4706-0608      E-mail： info@castglobal-consulting.com 

 

※ 本資料に関する著作権は弊社又は弊社に所属する作成者に属するものであり、本資料の無断引用、無断変更、転写又は
複写は固くお断りいたします。 


